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リvク天文壷から
　この前このリック天文壷へ上って來たのは四月十二日，丁度月蝕がある
といふ晩でしナこ・午前十一時すぎに・i’一一一クレaを出獲し，オークランドを
維て，順路サンノーぜに向ひ，二十哩の山道を辿って四時頃に山頂へつい
たことでしナこ．丁度Mrs．　Aitkenの嚴父がなくなられて，御夫妻でその朝
下山せられたとのことでしたが，列ト氏（火星の爲眞で御なじみのライ
ト氏）が留守居役で我々爾人をいろいろと御親切にもてなされ案内をして
くれナこことでしナこ．
　この日は土曜日で，定例の観費日であっナこのですが，生潜とf｛）gで月
蝕の観測も出潮す，それでも敏人干てゐナニ観覧者と大望遠鏡の外観だけ見
て蹄るといふ課でしナこ．ジエフアース氏がその晩の案内當番で，案内せられ
て大ドームの床へ下り，James　Lickの遺骸を葬ってある春樹へ入つナこ時に
は自から襟を正さs“るを励ませんでしナこ．同氏はバークレイからの御なじ
みですが，兎角西洋入の名前は記憶しにくいので，家内の符牒によると
し目■といふアダ名がつけてあって，我々爾人の聞に限ってはそれで通用し
てみるのです．
　次で，共日ライト氏を尋ねて來てをられたU．C．のルコンテ教授夫妻と
一緒に，十二吋望遠鏡ドームから時計室子午環室と案内せられ，火星寓翼
の原板も見せて貰つt：ことです．
　その晩はdormitorアで李和な夜をすごし，次の日は小雨の檬なf（）gでし
ナこが，その中をライト氏に方々案内して頂き，特にCrossley　reflectorを詳
細に説明して頂いて，興味津々ナニるものでしナこ．其の上，お午はお宅で温
順貞心なMrs．　Wrightのおもてなしで御馳走になり，實にい》氣分にひ
ナこって下山しナこのです．
　因にその節は例の日蝕の前のことで，Dr．　Moore，　Menzelの二氏は家族
共々Camptonvilleの観測地へ出掛けて留守であり，只Neubauer氏はゐら
れた由ですが御會ひしませんでしナこfi
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　七月一日，佳みなれナニバークレイの假寓をナこ・んで，この山へ引き越し
て來ましナこ．片附けに手聞取って，バークレイを立つたのが午後四時孚，
しかしこの度は道も心得てみるし，御者君Mrs．　Driverも山道になれた
ので，案内に時間をとらす，七時牟頃海抜4209択の山］買にたどりつき，秘
書ミス．ボトヰンの御世話で，dOrmi亡。！yの一室に落ち附くことになりまし
ナこ．
　明けて二日の朝，本館で新豪長Dl’．　Aitkenにお目にかsりました。心
易く我々を引見して，兼ねて自分が書面で申入れてあった希望に塾する檬
な，こまごまの指令を輿へてくれ，爾ほ詳しくはDr．　Trumpler，　Neubauer
に合ふ様にいふことで，自分は悉く満足しナこことです．そして言葉をかへ
てAitken氏はしさてMrs．　UetaはIady達に合って，　busyで．且つhapPy
である様に■といってくれましナこ．それからわざわざ私のナこめにくれナこ部
屋に案内してくれ，建物のkeyを渡されたのでしナこ．
　新知長と轡いナこので，少しくその説明を附加して置きませう．今迄は
Dr．　CampbellがU．　C。詳しくはUniversity　of　Californiaの総長であり，
且つL｛ck　Observatoryの豪長であったのですが，今度キヤンベル氏は総長
を1躰され，それと同時にPresident　Emeritus，　Director：Emeriしus，　Astronomer
Emeritusに推されましナこが，それがこの七月一日からeffectiveになり，今迄
Assocriate　Directorであったエイケン搏士が本當の弓長となつナこのです．
　やがてDr．　Trumpler　lこ會ひ，　自分の希望をのべ，　Crossleyを使用す
るについて同氏の指導を仰ぐことにしましナニ．そして家内も一緒に，同氏
のothceから篇眞室倉庫と案内せられましたが，同氏の部屋で大ゲサな叉
武骨なmeasuring　apParatusカミあったので，　LEinstein効果の乾板を測定し
たのはこれですか■と聞くと，果してそうだといふ返事でしナこ．
　叢からCrossleyに案内せうといふので，二時十五分前に約束通りその部
屋にゆくと，チャンと待ってるてくれて，すぐドーームへ行き，そして詳し
く説明を受けましナこ．案内書によると口径36，ti吋即ち92日目，鏡は　Grubb
の製作にかsり，mountingはCommonによるとあって，天文年鑑にある
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表と少々齪勒してゐます．Domeの廻縛，　platformの上下は皆追尋操作で，
赤経のクランプ及び微動も電氣式です．しかし赤緯の方は手でやります・
時計仕掛けの捲き上げは自働的に行はれ，三十分置き位にゆく檬です．特
に憂ってみると思ふ鮎は赤道蓮動の仕掛けで，見ナこところ6五位の口径の
二つの扇形が，お互に反手の方向に動く檬になってをり，その内の一方の
ものが仕事をしてゐます．そして極端までゆくと，自働的にclampをゆる
め，しめ直して今度は今迄と職封の方向に動き，これ迄働かなかった方の
扇形が仕事を始め，いつも同じ方向に望遠鏡を廻薄してゆく仕掛けであり
ます．これは70分置きに二つの扇形が代るものと見ました．
　すべてこのドーム内の装置は直流で動くので，motor－genratorをたえす
動かしてみるのも奇観です．
　見終って，すぐドーdムの近くにあみトランプラー氏の家を訪ひ，一入に
お日にかSりましナこ．女のお予三人，男の子二人といふ子幅者です．一一ew
上の十二二位のお穰さんは近くスヰスへ勉強にゆかれるとのことで，その健
な氣さに驚きましナニ．
　晩食後Miss　Sioculnの案内で，われわれは東の峯の方へ散歩しましナこ．
そして大艦山上の地理を理解しましナこ．この山は三つの峯からなり，その
西塔の頂上に本館と並んで75吠ドーム，12吋望遠鏡があり，子午環室があ
る．クロスレイ及びトランプラー，キヤンペル，ノイバウワー諸氏の官舎
は少し西寄りの低い酒所’に立ってるます．他の二つの峯　Kepler峯（海抜
4260択）とCopernicus（4390tR）は西塔から孚哩程束の方に相接してあり，
これを東塔を形成してみると見たいのです．こSに全山の水を給するタン
クがあり，工揚，小墨校，またDrs．　Menzel，　Moore，　Aitken，　wright，　Jeffers
諸氏の官舎が並んでみるのです．Copernicus峯山には以前大ドームの床の
昇降のために使った水槽があったが，現に今もあるにはあるが，その上に
火の見の番所をつくり，今やつと出來一つナこか終らぬか，まだペンキ塗り
も終らぬ家が出走，もとの水槽は今やその役目を終ってみるのです・
その代りに小さなmotorがドーム内に据えられ，これが充分な歴力を與
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へて十六択孚といふスペースを上下するに十分そこそこで動く檬になって
ゐます．
　さてL樹1［はといふと東塔から北へつき出てみる鞍部で，Saddleと稻
してみるといふことで，別に建物はなく，散歩位に出掛ける所になってみる
そうです．そこへゆく小路がLover’s　laneといふ名前があるといふから振
ってみるでせう．
　次の日．七月三日，ノイバウワー氏に合って36吋の　raclial　velocity
observationのことに關して話しをうかs“ひました。この人は1923年頃まで
Ukiahで緯度槻弓をやってみたので，名前を記憶してゐましtが，その後
Lick　observatoryの南米Santiago　stationへいってゐられナこ由で，その正賞
りの時までをられたそうです・
　夕方’36吋へいって，ノイバゥワ・一一　SEの観測振りを参観しましナこ．マドロ
スパイプをくわへて，プラリプラりしながら，シヤベリ乍らguideしてみ
る様子は見ものでしナこ，正に大望遠鏡にふさはしい悠然ぶりでしナこ．
　その眞夜中十二吋からTrump！er氏がクロスレイで観測せられるので，そ
れを見に出掛けてゆく．崖道づナこひに急ぐと十分位要した様でしナこ．丁度
本街道に出ナこ時，フト見ると，沈みかけの月が正面にあって，すぐ下のサ
ンノゼーの町が銀色に光ってゐナこのは實に見事なものでした．トランプラ
ー氏は既に來てをられ，直ぐ槻測にか5つて，fOCUSをきめることから，
fieldを探すこと，　guidingの様子と親しく見ならったことです．　clustcrの
爲翼を二枚とられナこがexposureは二十分位のものであったけれども前後二
時間位の時間を要し二時掌頃終って別れて肖ると，も早，月は没してうす暗
く，星明りで道をたどると行手を急にかすめるものがあっfeので，少々驚
いたが，恐らく鹿公であっナこのであらうと思ってゐます・
　四日は．fourth　of　Julyで，アメリカ人にとっては第一の公休日・我々は
Livermore　Rodesを見にゆきたいとも思ってゐナこが，　dormitoryの連中が
Dr，　Menzel一家とpiCllicをやるといふのでそれに参加することにしナこ・
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帥ち同勢十二三人で山から7里程のSmith　Creekへ泳ぎにいったのである．
そこには幾組か夏休みのため，テント持ちで出掛けてみる連中で賑はつて
ゐナこ．萎蜀立祭にはつきものS花火も由では法度であるが，こSでは日がい
ってから子供達が花火に興するやら，メンゼル氏のバンジヨウで歌ふやら
で鰍をつくし，九時すぎて鞭って來ナこのである。
　こんな風でリヅクの生活が至極順調に愉快に始められtこのを自分達のナこ
めに喜こんで頂きたい．尚ほ昨夜の観覧日の有様を書けばcompleteである
が，もう食事の時間が來ナニので又の便に譲らせて頂きナこい．只，食事のこ
とで附加したいのは，この山では白身者や我々の如き客分はdomitoryにみ
て，食事は毎食boarding　houseのMrs．　Coronaの家へゆくことになってみ
る．コロナといふ名前からして珍らしいでせうが，こ・へ來る連中はDr．
Paddockがhost格で，　secre亡ary　M｛ss　Potwin，　computerのMiss　Jones，，
研究生のMiss　Slocum　Mr．　NVhiffle，人夫頭兼大工のOsen君，それと我
々夫婦です．
　　七月六日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上　　田　　　穰
　　　　　　　　　　　　　　　　1．ick　Ol）servatoi’y，　INIt　1’lan］ilton
降旗竹手氏を悼む
　六月十九日に障囲降籏竹子氏が永眠されナこ．氏は此三月に同志肚女專の
英文科を卒業しナこばかりであっナこが，有爲なる素質と理想を懐抱し乍ら思
しくなった事は本塁におしく思ふ，卒業後の就職希望は天文憂の助手にな
る事であっナこが，その方の話が未だ干渉しない内に病氣になり，郷里に蹄
って三月廿五日越入院されてから，最後迄すっと39。前後の獲熱に苦るしめ
られ乍らも，よく信仰に徹し其臨終は本當に立派なものであった．私が支
部幹事の資格に填て京都からわざわざ信州の松本迄彼女の病床を訪ねナこの
は六月十一日でしナこ．私達は久し振に色々特に天文學の事など話し合ひま
しナこが，別れるに際して彼女の殆ど唯一の傳：言は在學申の友人に封して，
